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1 まえがき
ミリ波帯で使用するアンテナとして，高周波回路や他
の無線機器との統合が容易であるプリント基板内に構成
したスルーホール型八木・宇田アンテナが提案されてい
る [1]．また，文献 [2] では放射方向と直交方向への寸法
の縮小化が検討されている．一方で，基板厚方向への寸
法の縮小化による低姿勢化の検討はこれまでされていな
かった．本報告では，低姿勢化を目的としたアンテナ構
造パラメータの検討を行った．

2 アンテナ構造
アンテナの電磁界解析には FDTD 法を使用した．文
献 [1] のアンテナ基板厚 3.2 mm を 3.0 mm へ変更す
るに伴い，素子間隔の再設計を行った (Model 1)．次に，
低姿勢化を行うために基板厚を 1.5 mm とし，キャパシ
タハットの寸法と放射器の素子半径を変更する (Model
2). このアンテナ構造を図 1 に示す．なお，素子間隔は
Model 1 と同一である．また，誘電体基板は，R-4726
基板を想定しており，比誘電率を 3.4，誘電正接を 0.003
として電磁界解析を行った．

3 解析結果
各モデルの動作利得と最大利得を得る周波数での放射
パターンを図 2 と図 3 にそれぞれ示す．Model 2 は約
3 % 周波数シフトが発生し，最大利得は約 1.5 dB 低下
している．また，メインビームのチルト角度差は約 7 度
である．Model 2 のサイドローブは Model 1 よりも最
大 5 dB 強く，このサイドローブの上昇が最大利得低下
の要因の一つと考えられる．

4 まとめ
本報告では，低姿勢化のためにアンテナ構造パラメー
タを調整し，基板厚の縮小化が利得と指向性に与える影
響を検討した．
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図 1. アンテナの構造図

図 2. 動作利得

図 3. 放射パターン (x, z 面)
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